
株式会社一柳 SDGs宣言
当社は、「お客さまの満足を追求し、安全で美味しい食品を提供することで社会に貢献します」という

経営理念のもと、事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域課題の解決および、持続可能な社会の実現に努めてまいります。
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株式会社一柳

代表取締役 一柳 美枝子

重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

郷土との共生 環境負荷の低減
自社農地や地元契約農家で育てた生芋を使用し、

伝統製法でこんにゃくを作っています。これからも郷土

とともに昔ながらの「こんにゃく」をお届けしてまいります。

環境問題を重要な経営課題の一つとして認識し、

事務所内の節電、食品製造時の節水など着実に取り

組めるところから実施し、環境負荷の低減に努めます。

【主な取り組み】

創業昭和35年以来培ってきた伝統製法、「こんにゃく」

を使用した商品開発、愛媛県在来種のこんにゃく芋

100％使用、土づくりからこだわるこんにゃく栽培

【主な取り組み】

リサイクル可能な弁当容器の利用、事務所内節電、

調理時の節水の徹底、エコドライブの奨励、有機栽培

（有機JAS取得）への挑戦

働きがいのある職場環境づくり ガバナンスの強化
外国人実習生を始め、子育て中の女性など、多様

なライフステージの社員が、生き生きと働くことができる

風通しの良い職場づくりに努めてまいります。

「食」を扱う企業として、法令遵守の徹底、リスク

マネジメントの強化を図り、これからもお客さまから信頼

される企業を目指します。

【主な取り組み】

子育て中の女性の積極採用、多様な人財の採用、

「勤務心得（ハラスメントの撲滅など）」の制定、社員

ヒアリングによる労働環境改善

【主な取り組み】

経営理念の明文化、権限規程の策定と周知、リスク

マネジメントのマニュアル策定、公平公正を基本とした

取り組み

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。


